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超硬質小麦「ハナマンテン」、麺用小麦「きぬの波」の栽培法 
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１ 技術の特徴 

農業者からは品質評価が高く、収穫量が多い麦、実需および流通業者からは、加工適性の高いパン

用、麺用小麦の新品種の育成が強く要望されている。そこで、品質の変動が小さく、安定した加工適

性が確保できる新品種「ハナマンテン」と「きぬの波」について、その栽培法を確立した。 

 

２  技術内容  

(１) 超硬質小麦「ハナマンテン」の畑での栽培法 

「ハナマンテン」は、平成18年に認定品種として採用したパン用品種で、グルテンが強靱で多

様な加工利用の可能性がある。早生、多収であるが、倒伏対策と蛋白質含有率を高める栽培を行

う必要がある。そこで、品質の変動が少なく安定した加工適性が確保できる栽培法を確立した。 

ア 倒伏対策としては、播種量は5kg/10a程度の薄播きとし、基肥はN成分で6kg/10aと少なくする。 

イ 蛋白質含有率を高めるためには、茎立ち期に窒素成分で2kg、穂揃期に同2kg～4kg/10aの追肥を

行う。 

 

(２) 麺用小麦「きぬの波」の水田後作での栽培法 

「きぬの波」は、平成18年に認定品種として採用したやや低アミロース系統の麺用小麦品種で

ある。多収で、外観品質も安定しているが、蛋白質含有率が確保しにくい欠点があるため、追肥

に重点をおいた施肥法を確立した。 

ア 基肥+7葉期追肥の体系で、窒素成分6+4kg/10aが、外観品質、収量などから最も安定している。 

イ 穂揃い期の追肥は蛋白質含有率を高める効果は高いが、外観品質を低下させる危険がある。実

施する場合は、７葉期追肥との合計で窒素成分4kg/10a以内とする。 

 

３  具体的データ  

 

 

 



 

 

４  適用地域  

(１) 「ハナマンテン」は畑作麦地域。蛋白質含有率が上がりにくいので、水田地域には適さない。 

(２) 「きぬの波」は水田後作地域。 

 

５  普及指導上の留意点  

(１) 「ハナマンテン」の栽培、普及指導上の留意点 

ア 赤かび病防除対策として、開花期と開花期+10日の２回防除が望ましい。 

イ 野菜跡などの肥料残量の多いほ場では、土壌診断を行い、施肥量を調整する。 

ウ 石灰窒素配合肥料の穂揃い期追肥は遅れ穂を助長することがあるため、化成肥料か液肥を使

用する。 

エ 早生で茎立ちが早いので、凍霜害防止のため早蒔き（10月播種）は避け、麦踏みを適宜行う。 

(２) 「きぬの波」の栽培、普及指導上の留意点 

蛋白質含有率を高めるために、穂揃期追肥を行う場合は７葉期との合計追肥量を窒素成分で4kg/

10a以内とする。 

 

６  試験課題名（試験期間）、担当   

生産要望の高い麦類新品種の早期導入（2007～2009）、米・麦担当 

 


